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2 0 2 0 年 ９ 月 1 1 日 

在チリ日本大使館経済班 

チリ経 済 情 勢 報 告 （2020年 ８月 ） 

 

１．  経 済 指 標  

（１）  GDP 成 長 率 （2020 年 Q2）  

2020 年 の 第 １ 四 半 期 （ ４ ～ ６ 月 期 ） の

実 質 Ｇ Ｄ Ｐ 成 長 率 は 前 年 同 期 比 ▲

14 .1 ％ と ， ２ 期 ぶ り に 減 少 に 転 じ た 。 ま た

季 節 調 整 済 前 期 比 の伸 び率 は▲ 13 .2％

となった。 

 

①需 要 項 目 別 の動 向  

内 需 は 前 年 同 期 比 ▲ 19 .1 ％ （ 前 期 同

▲ 2.8 ％ ） と な っ た （ 寄 与 度 ▲ 19. 3 ％ ） 。 消

費 は 前 年 同 期 比 ▲ 20.2 ％ （ 前 期 同 ▲ 2.0 ％ ） と な った 。 内 訳 は ， 民 間 消 費 が 同 ▲ 22 .4 ％

（前 期 同 ▲2.1％），政 府 消 費 は同 ▲11.5％（前 期 同 ▲1.3％）となった。総 固 定 資 本 形 成

は前 年 同 期 比 ▲ 15.1％ （前 期 同 0.5％ ）とな った 。内 訳 を みる と ， 機 械 ・設 備 投 資 が 同 ▲

10 .9％（前 期 同 ▲9.8％），建 設 ・住 宅 投 資 が同 ▲17 .4％（前 期 同 6.6％）であった。 

 外 需 の寄 与 度 は，5.2％となった。輸 出 は，前 年 同 期 比 ▲2.8％（前 期 同 1.0％）となった。

品 目 別 では銅 が同 0.6％（前 期 同 5.6％）と増 加 し，鉱 業 品 全 体 も同 4.2％（前 期 同 6.9％）

と増 加 した。財 全 体 では同 1.6％（前 期 同 3.3％）と増 加 ，農 林 水 産 品 は同 ▲14.8％（前 期

同 3，3％）の減 少 となった。輸 入 は，前 年 同 期 比 ▲21 .4％（前 期 同 ▲9.4％）であった。 

 

②セクター別 の動 向  

 セ ク タ ー 別 で は ， 銅 が 前 年 同 期 比 1.1 ％ （ 前 期 同 3.7 ％ ） 増 加 し ， そ の 他 の 鉱 業 は 同

5.9％（前 期 同 20 .9 ％）と増 加 した。 鉱 業 全 体 では同 1.6％（ 前 期 同 5.3％）と 増 加 した 。製

造 業 は同 ▲10 .6％（前 期 同 0.8％）と減 少 した。農 林 業 は前 年 同 期 比 ▲6.0％（前 期 同 ▲

3.5％），水 産 業 が同 ▲6.3％（前 期 同 ▲6.8％）となった。 

＜概 要 ＞ 景 気 は，コロナウイルス等 の影 響 から悪 化 しているものの、一 部 下 げ止 まっている。 

●  消 費 は厳 しい状 況 が続 いているが、下 げ止 まっている。 

●  観 光 は厳 しい状 況 が続 いている。 

●  生 産 は，工 業 は減 少 ，鉱 業 は増 加 。企 業 マインドは回 復 している。 

●  失 業 率 は高 い水 準 にあり，大 きく悪 化 している。 

●  物 価 は緩 やかに減 少 している。 

●  貿 易 は黒 字 が続 いている。 

●  銅 価 格 は大 きく上 昇 ，為 替 は足 下 ペソ高 傾 向 ，株 価 は弱 含 み。 

先 行 きについては，コロナウイルスの感 染 状 況 と回 復 ，世 界 経 済 ，特 に米 中 間 対 立 に 加 え，

新 憲 法 制 定 議 論 ，財 政 悪 化 ・税 制 等 内 国 政 治 動 向 に留 意 する必 要 がある。 
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（２）  経 済 活 動 指 数 （ IMACEC ） － 前

年 同 月 比 ▲10.7％－  

７ 月 の IMACEC は 前 年 同 月 比 ▲

10 .7 ％ ， （ 季 節 調 整 済 前 月 比 は 1.7 ％ ）

となった。営 業 日 数 は昨 年 同 数 だった。

鉱 業 は前 年 同 月 比 1.4％，鉱 業 以 外 の

業 種 は 同 ▲12 .0 ％だった。 季 節 調 整 済

前 月 比 では 鉱 業 は 0.9％， 非 鉱 業 部 門

は1.8％となった。 

中 銀 アンケート（９月 ）による見 通 しは８月 ▲8.9％（中 央 値 ）となっている。 

 

（３）  消 費 －厳 しい状 況 だが下 げ止 まり

－  

①  ７ 月 の 商 業 活 動 指 数 （ 実 質 ， INE 公

表 ）は， 前 年 同 月 比 ▲11 .2％，同 指 数 の

小 売 業 （除 く車 ）は同 ▲11.3％となった。 

②  ７月 のｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ販 売 額 （ 実 質 ，

INE 公 表 ） は ， 前 年 同 月 比 0.3 ％ と な っ

た。 

③  商 業 販 売 額 （ チ リ 商 工 会 議 所 公 表 ，

サンテ ィア ゴ首 都 圏 ， 暫 定 値 ）は， ７ 月 は

前 年 同 月 比 ▲47 .9％となった。 

④  ８ 月 の消 費 者 経 済 認 識 指 数 （ IPEC ，Gfk  Ad ima rk公 表 ）は25 .5 (前 月 差 4.3 )， 個 人 の

景 気 認 識 （現 状 ）は23 . 6（同 6 .6）と，引 き続 き50（中 立 点 ）を下 回 っている。 

⑤  ８月 の新 車 販 売 台 数 は19,037台 （前 年 同 月 比 ▲42 .4％）となった。 

 

 

（４）  観 光 － 厳 し い 状 況 が 続 い て い る

－  

 ７ 月 の 観 光 宿 泊 調 査 （ Ｉ Ｎ Ｅ 公 表 ） は ，

のべ宿 泊 日 数 が 208 ,336 日 ，前 年 同 月

比 ▲90.5％となった。 

地 域 別 で は ， シ ェ ア の 大 き い 首 都 圏

州 は 同 ▲ 95.1 ％ （ 寄 与 度 ▲ 36.5 ％ ） ， バ

ル パ ラ イ ソ 州 は 同 ▲ 95 .1 ％ （ 寄 与 度 ▲

10 .5 ％ ） と な っ た 。 そ の 他 の 地 域 合 計 で

は，同 ▲86 .1％となった。  
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（５）  鉱 工 業 生 産 ，電 力 －工 業 は減 少 ，鉱

業 は増 加 －  

７ 月 の 工 業 生 産 指 数 は ， 前 年 同 月 比 ▲

7.2％となった。セクター別 では機 械 製 品 が増

加 （ 前 年 同 月 比 寄 与 度 0.83 ％ ） ， 食 料 品 が

減 少 （同 ▲1.97％）に寄 与 した。 

７ 月 の 鉱 業 生 産 指 数 は 前 年 同 月 比

1.2％，銅 生 産 量 は同 ▲4.6％となった。 

７月 の電 力 指 数 は前 年 同 月 比 ▲5.2 ％とな

った。 

 

（６）  企 業 の業 況 判 断 －回 復 －  

８ 月 の IMCE （ 企 業 業 況 判 断 指 数 ） は 42 .51

ポイ ントで ，前 月 差 4.70ポイ ント となっ た が，中

立 点 を 引 き続 き下 回 っている。内 訳 を 見 ると，

商 業 が 45. 08 （ 同 4 .46 ポ イ ン ト ） ， 鉱 業 が 51.28

（ 同 0 .96 ポ イ ン ト ） ， 製 造 業 は 44.63 （ 同 2. 64 ポ

イント ）， 建 設 業 が 25 .72 （ 同 13 .04ポイ ント） となっ

た。 

 

（７）  不 動 産 －大 きく減 少 している－  

※コロナの影 響 により公 表 が遅 れている。 

４ 月 の 建 築 許 可 面 積 （ INE 公 表 ） は 前 年 同

月 比 ▲42.3％（3か月 移 動 平 均 ） と３か月 連

続 で 減 少 し た 。 内 訳 を 見 る と ， 住 居 が 同 ▲

42 .0％，非 住 居 が同 ▲42.8％となった。 

 

 

（８）  雇 用 － 失 業 率 は 高 い 水 準 に あ り ，

大 きく悪 化 している－  

５ ～ ７ 月 期 の 失 業 率 は 13 .1 ％ （ 前 年 同

期 差 5.54 ％ ） と ， 高 い 水 準 に あ る 。 労 働 力

人 口 は 1,499 , 464 人 減 少 （ 前 年 同 期 比 ▲

15 .6 ％ ） ， 就 業 者 数 は 1,837 , 366 人 減 少

（同 ▲20. 6％）し，失 業 者 数 は337 ,901人 増

加 （ 同 46 .4 ％ ） し て い る 。 就 業 者 数 を 職 業

別 に み る と， 商 業 が 前 年 同 期 比 寄 与 度 ▲

4.88 ％ ， 建 設 業 が 同 ▲ 2.99 ％ と 減 少 に 寄

与 している。 
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７月 の賃 金 （速 報 値 ）は，名 目 は前 年 同 月 比 2.8％，実 質 は同 0.3％となった。 

 

（９）  物 価 －緩 やかに減 少 －  

８ 月 の 消 費 者 物 価 指 数 （ 総 合 ） は ， 前

月 比 は 0.1 ％ ， 前 年 同 月 比 は 2.4 ％ と な っ

た 。 品 目 別 に 前 年 同 月 比 の 動 き を み る と

生 鮮 （ 12 . 6 ％ ） ， 食 料 品 （ 6 . 3 ％ ） が 上 昇 し

ている一 方 ， 燃 料 （▲ 2.6％）が下 落 してい

る 。 な お ， 生 鮮 ・ 燃 料 を 除 く 指 数 は ， 前 月

比 0.2％，前 年 同 月 比 2.0％であった。 

中 銀 ア ン ケ ー ト ( ９ 月 ) に よ る イ ン フ レ 期

待 は 1 年 後 ： 2.6 ％ （ 前 月 2.5 ％ ） ， 2 年 後 ：

3. 0％（前 月 3.0％）となっている。 

７ 月 の生 産 者 物 価 （ 全 産 業 ）は， 前 月 比 は4.3％ ，前 年 同 月 比 は8.5％と なっ た。 農 林

牧 畜 （前 年 同 月 比 17. 4％）が上 昇 した。 

 

（１０）  貿 易 －黒 字 が続 いている－  

①  ８ 月 の 輸 出 額 （ FOB ） は 54 .2 億 ド ル （ 前 年

同 月 比 ▲ 10 .8 ％ ） と な っ た 。 内 訳 を 見 る と ，

鉱 業 品 30 .9 億 ド ル （ 同 ▲ 9.4 ％ ） （ 全 体 の

57 ％ ） ， 農 林 水 産 品 3.1 億 ド ル （ 同 ▲ 8.5 ％ ）

（ 全 体 の ６ ％ ） ， 製 造 業 品 20.2 億 ド ル （ 同 ▲

13 . 1％）（全 体 の37％）となった。鉱 業 品 のう

ち 銅 は 27.6 億 ド ル （ 同 ▲ 13 .2 ％ ） （ 鉱 業 品 輸

出 額 全 体 の89％）となった。 

②  ８ 月 の輸 入 額 （ FOB ）は45. 2億 ドル （前 年 同

月 比 ▲22.4％）となった。内 訳 （CIF）は，消 費 財 13. 5億 ドル（同 ▲27 .2％），中 間 財 23 .4億

ドル（同 ▲24.0％），資 本 財 11.3億 ドル（同 ▲9.9％）となった。 

③  ８月 の貿 易 収 支 （FOB）9 .0億 ドルの黒 字 となった。 

 

（１１）  対 日 ・中 ・韓 貿 易  

①  対 日 貿 易 （FOB）：７月 の貿 易 額 は，輸 出 額 4.9億 ドル（前 年 同 月 比 ▲7.5％），輸 入 額

0.9億 ドル（同 ▲60. 5％），貿 易 総 額 では5.8億 ドル（同 ▲23. 2％）となった。 

②  対 中 貿 易 （FOB ）：７月 の貿 易 額 は，輸 出 額 22 .8億 ドル（前 年 同 月 比 35 .2％），輸 入 額

14 .4億 ドル（同 0.2％），貿 易 総 額 では37.2億 ドル（同 19 . 1％）となった。 

③  対 韓 貿 易 （ FOB ） ：７ 月 の 貿 易 額 は ， 輸 出 額 2.9 億 ド ル（ 前 年 同 月 比 ▲ 21 .3 ％ ）， 輸 入

額 0.6億 ドル（同 ▲48. 0％），貿 易 総 額 では3.5億 ドル（同 ▲27. 7％）となった。 
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２．市 場 の動 き 

（１）  国 際 銅 価 格 －大 きく上 昇 －  

８月 の国 際 銅 価 格 は1ポンド2 .92 159ドル

（３ 日 ）で 始 まった 。 引 き続 き 中 国 の経 済 回

復 への 期 待 感 と 生 産 減 少 懸 念 によ る在 庫

減 少 か ら 価 格 が 上 昇 、 3 ド ル を 超 え た 。 月

末 に は 3 . 0 5 1 7 7 ド ル （ 2 8 日 ） と 前 月 末 比 4 .

4％で終 了 した。 

８ 月 の 銅 在 庫 は ， 367 ,185 ㌧ （ ３ 日 ） で 始

ま り ， 月 末 に は 336 , 932 ㌧ （ 31 日 ） と 前 月 末

より減 少 した。 

 

 

（２）  為 替 －足 下 ペソ高 傾 向 －  

８ 月 の為 替 は ，1ドル757 . 06ペ ソ（ ３日 ）で

始 まった。7月 末 に天 井 を打 ってからは決 め

手 を 欠 き つ つ ペ ソ 安 に 振 れ る 。 下 旬 か ら は

好 調 な 銅 価 格 等 を 背 景 に ペソ 高 傾 向 に 転

化 。 

月 末 は 779 .92 ペ ソ （ 31 日 ） と 前 月 末 差

25 .47ペソ安 で終 了 した。 

 

 

 

 

（３）  株 価 －弱 含 み－  

８ 月 の IPSA 値 （ サ ン テ ィ ア ゴ 主 要 株 式

指 数 ） は 3946 . 52 ポ イ ン ト （ ３ 日 ） で 始 ま っ

た 。 月 末 に は 3767 .14 ポ イ ン ト （ 31 日 ） と ，

前 月 末 比 ▲6.2％で終 了 した。 
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３．経 済 トピックス(報 道 情 報 )  

（１）  １６日 、ピニェラ大 統 領 は段 階 的 経 済 回 復 計 画 （Paso  a  Paso  Ch i l e  Se  Recupera）

のうち公 共 事 業 に関 するプログラムを発 表 した。本 プログラムは今 後 ２年 間 に３４０億

ドルが投 資 さ れ、２ ５ 万 人 の新 規 雇 用 を 創 出 する。さ らに、「 ピ」大 統 領 は、 最 大 １００

万 人 の 労 働 者 向 け の２ ０ 億 ド ル の 補 助 金 及 び 今 後 ２ 年 間 で ２ ４ ． ５ 億 ド ル の 民 間 企

業 の投 資 インセンティブ、中 小 企 業 向 け優 遇 税 制 措 置 （第 １カテゴリー税 の２５％から

１０％への引 き下 げ、付 加 価 値 税 の納 税 期 限 繰 延 、固 定 資 産 及 び無 形 資 産 形 成 へ

の１００％即 時 減 価 償 却 ）及 び中 小 企 業 の事 業 活 動 に 関 する許 認 可 の 簡 素 化 を 発

表 した。公 共 事 業 に関 するプログラムは、経 済 活 動 と雇 用 創 出 を後 押 しするために、

今 後 ２年 間 で各 省 の通 常 予 算 に加 え４５億 ドルの追 加 資 金 投 入 を想 定 する。その結

果 、２０２０年 から２０２２年 までの間 に、合 計 で３４０億 ドル規 模 の公 共 事 業 が 投 資 さ

れる。対 象 プロジェクトは、直 接 ・間 接 雇 用 を創 出 し、社 会 需 要 を満 たし、渇 水 危 機 と

いった緊 急 の課 題 、自 治 体 、モビリティ及 び都 市 の統 合 を支 援 することで国 を活 性 化

す る イ ン フ ラ に 焦 点 を 当 て る 。 公 共 事 業 省 は 、 道 路 、 橋 梁 、 水 利 、 村 落 へ の 給 水

（APR ） 、沿 岸 整 備 、 空 港 、 公 共 施 設 の 建 設 ・改 修 ・ 拡 張 に 特 に重 点 を 置 い た2,130

件 のプロジ ェクト を実 行 する。２ 年 間 の総 投 資 額 は９３．６億 ド ルで、そのうち２８．９ 億

ドルは本 計 画 の特 別 予 算 で手 当 する。 公 共 交 通 機 関 では、 地 下 鉄 と電 車 への投 資

を 加 速 する。 コ ンセプ シオ ンの新 しい 鉄 道 橋 、高 速 道 路 ２ 号 線 と ３号 線 の 延 長 、 サン

テ ィ ア ゴ 地 下 鉄 ７ 号 線 の 建 設 が 含 まれ、 ２ 年 間 で ３０ 億 ド ル 以 上 を 投 資 する 。 他 方 、

本 計 画 では、最 も脆 弱 な人 々、中 小 企 業 、建 設 労 働 者 のための住 宅 ソリューションも

検 討 す る。 412 , 900 世 帯 に 便 益 を 提 供 し 、 本 年 予 算 は３ ４ ．８ 億 ド ルを 計 上 。 都 市 部

に投 入 する今 年 度 予 算 は５．５ 億 ドルで、 サンティアゴのマポチ ョ川 公 園 やバル パライ

ソのムエルバロン公 園 などの舗 装 、公 園 、広 場 を整 備 する。 

  

 

（２）  130万 人 の 不 活 発 な者 がロックダウン終 了 後 、就 職 活 動 を 開 始 するため、失 業 率

を上 昇 させるだろう 

 ブラボ・カトリック大 学 アンケート・横 断 的 調 査 センター長 は、失 業 率 がまだ上 昇 し続 ける

可 能 性 があるとコメント。最 新 の雇 用 アンケートによると、年 ベースで230万 名 の就 職 口 が

失 われ、失 業 率 が７月 に10. 8％に到 達 。しかし、衛 生 措 置 により、多 くの失 業 者 が就 職 活

動 を停 止 し、求 職 活 動 が不 活 発 的 な者 になったため、失 業 率 が更 に高 い可 能 性 がある。

データをみると、 130万 人 が公 衆 衛 生 危 機 がなけ れば、 就 職 活 動 を 行 う と述 べた ため、 も

し、その分 が 補 正 されれば、失 業 率 は24.4％に達 するだろう。また、雇 用 保 護 法 を 利 用 し

てい る半 分 又 は 全 て の労 働 者 を 解 雇 すれ ば、 失 業 率 が それぞ れ27.8％ と31％に 到 達 す

る。 労 働 力 は年 ベ ー スで220万 名 （▲23％） 。他 方 、テ レワ ークを し てい る労 働 者 は6月 の

24 .7％から7月 の26 . 7％まで上 昇 。 

 

（３）  中 国 に お け る サ ー モ ン の 売 上 は 引 き 続 き 反 発 せ ず 、 サ ー モ ン 業 界 は 需 要 減 衰 が
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本 年 末 まで続 くと見 込 む 

 ６月 中 旬 に北 京 の市 場 における新 型 コロナの再 流 行 が輸 入 サーモンに起 因 するとの風

評 の結 果 、チ リ 産 サーモ ンの対 中 輸 出 額 はまだ 低 い まま 。Mu l t i e xpo r t社 に よると、 中 国

の輸 入 食 品 への厳 密 な検 査 もありサーモン輸 出 が２０％減 少 。Sa lmon  Ch i l eはチリ産 の

サーモンが安 全 であり、最 も優 良 な生 産 基 準 に基 づき生 産 されていることを証 明 するため

にキャンペーンを 開 始 する予 定 。しかし、サーモン業 界 は本 年 末 まで状 況 が改 善 しないと

予 測 し てお り、Vent i s queros社 はフ ィリ ピン及 びタ イ 等 の他 のア ジア市 場 に 注 力 する と述

べた。 

 

（４）  5Gの開 発 のための入 札 ：この技 術 で4Gの10倍 の速 度 が可 能 に 

 今 週 月 曜 日 、５G開 発 にかかるスペクトルの入 札 要 項 が発 表 。 合 計 1,800  MHzの無 線

スペクト ルに対 して、4つの別 々の入 札 が行 われる。要 項 によれば最 適 な通 信 を可 能 にす

るより 良 い 技 術 的 条 件 を オファ ーした企 業 にスペク トル が割 り 当 てられる ため、 関 心 企 業

は、必 ずLTE Advanced  P ro、5Gあるいはそれ以 上 の技 術 を実 装 する必 要 がある。また、

入 札 に は、 すべての 地 方 間 及 び首 都 を 接 続 する 義 務 がかかる 。さら に 省 庁 や 地 方 自 治

体 などのすべての公 共 機 関 および遠 隔 医 療 ネットワークのためにすべての医 療 機 関 を接

続 する必 要 があ る。同 様 に 、 申 請 者 は 無 線 電 気 ス ペ クト ルを 効 率 的 かつ 効 果 的 に 使 用

す る た め の 計 画 を 提 示 す る 必 要 が あ る 。 申 請 締 切 ： 2020 年 10 月 19 日 、 入 札 の 実 施 ：

2020年 12月 30日 予 定 。５G第 １段 階 のサービス提 供 開 始 は2022年 2月 予 定 。 

 

（５）  経 済 状 況 に関 する チリ 人 の 認 識 は、 10％引 き 出 しを めぐ る狂 乱 の中 、 3月 以 来 最

高  

 8 月 13 日 の 週 は AFP の 10 ％ 引 き 出 し や 中 産 階 級 補 助 金 が チ リ 人 の 認 識 を 改 善 。

Cademが毎 週 行 って いるアンケートによれば、54％が自 分 及 び家 族 の経 済 状 況 について

非 常 に良 い（muy buena）ないし良 い（buena）と回 答 、先 週 から10ポイント増 、3月 13日 以

降 最 高 。AFPの10％引 き出 しや中 産 階 級 補 助 金 に加 え、ロックダウンの解 除 や段 階 的 な

商 業 の再 開 から消 費 見 通 しも改 善 。 

 

（６）  AFPの10％引 き出 しや銅 の値 上 がりにもかかわらず、ドルが800ドルを超 えるのはな

ぜか？ 

 不 安 定 性 という言 葉 がドルの現 状 を最 も表 している。AFPの10％引 き出 しや銅 価 格 が３

ドル近 いことなどから750ペソ前 後 で安 定 するはずだが実 際 は逆 。月 曜 の終 値 は6.26ペソ

安 の 1 ド ル 804 . 79 ペ ソ と な っ た 。 銅 は1,53%  高 の 1 ポ ン ド 当 た り US$2 ,92 で 取 引 を 終 え た 。

専 門 家 によれ ば要 因 は 多 岐 に わた り 、内 的 要 因 （ 外 国 投 資 家 のド ル買 い の兆 候 や 、財

務 大 臣 が8月 に行 うとしていたドルの放 出 が行 われていないことなど）と外 的 要 因 （米 中 関

係 の悪 化 など）の双 方 。 

 

（７）  2021年 に 予 測 される投 資 は、 工 事 のスケジュール変 更 により11％増 加 ：鉱 業 と不

動 産  
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 資 本 財 法 人 （CBC）が作 成 した2020年 ～2024年 のプロジェクト登 録 によると、総 投 資 額

は573億 9,700万 米 ドル、74 . 4％が民 間 部 門 の投 資 、25 .6％が公 共 部 門 の投 資 。2020年

の投 資 の見 通 しに関 しては153億 7,500万 米 ドルと予 測 、3月 のCBC報 告 書 に比 較 して▲

9％。鉱 業 投 資 の見 通 しは操 業 停 止 により前 の四 半 期 と比 べると低 下 。又 、ロックダウン

及 び そ の 建 設 工 事 へ の 影 響 は 不 動 産 投 資 を 13 .3 ％ 押 し 下 げ た 。 2021 年 投 資 は 157 億

4,500万 米 ド ル、 第 １ 四 半 期 の 予 測 に 比 し て10 . 9％増 。 更 に 、 鉱 業 と 不 動 産 投 資 は そ れ

ぞれ58％と13％増 加 と見 込 む。 

 

（８）  第 ２四 半 期 の対 外 債 務 は110億 5 ,800万 米 ドル増 加  

 チリ の対 外 債 務 は 第 ２ 四 半 期 に110 億 5 ,800 万 米 ド ル増 加 し 2 ,081 億 800万 米 ド ルに 到

達 。 非 金 融 企 業 と 世 帯 の債 務 は81億 2 ,600万 米 ドル、前 期 比 10 .8％増 加 。 政 府 債 務 は

32 億 4,800 万 米 ド ル、 11 .7％ 増 加 。 対 外 債 務 はGDP の 85 .9 ％に 相 当 し、 その 83 ％ が 米 ド

ル、7.4％がチリペソ、6 .4％がユーロ及 びその他 通 貨 で構 成 。 

 

（９）  AFP資 金 の１０％引 出 しは第 ３四 半 期 のGDP低 下 を緩 和 する 

 レーマ ンBCI チ ーフ・ エコ ノミ スト によ ると、AFP 資 金 の 10％引 出 し 及 び中 産 階 級 補 助 金

は 消 費 と 経 済 活 動 に 影 響 を 与 え る ２ つ の 要 素 で あ る と コ メ ン ト 。 第 ３ 四 半 期 の GDP は ▲

4.9％を 記 録 す る であ ろ う し、 本 年 のGDP 見 通 し ▲8.1 ％か ら ▲ 5.6 ％と 上 方 修 正 。 様 々 な

機 関 のエコノミストは▲10％～▲15％と予 測 。 

 

（１０）  BHPはチリでの操 業 により約 10億 米 ドルの影 響 を報 告  

 BHPは本 年 度 末 の 決 算 報 告 でセロ・コロ ラド鉱 山 の段 階 的 な操 業 停 止 を決 定 した 後 、

4億 9 ,200万 米 ドルの企 業 価 値 減 少 が生 じたことを明 らかに。同 社 の最 も優 れた業 績 はチ

リ で あ り 、 銅 の 43 億 米 ド ル に 相 当 す る EB ITDA は エ ス コ ン デ ィ ー ダ の 精 製 所

（Concen t radora ）が生 み出 したとのこと。銅 の品 位 減 少 にもかかわらず、エスコンディーダ

鉱 山 は本 年 上 期 に5.1％、59万 9千 トンの生 産 増 加 。 

 

（１１）  2020年 の銅 価 格 の上 昇 により､国 庫 に約 19億 米 ﾄﾞﾙの増 収 見 通 し 

 第 2四 半 期 にﾁﾘ経 済 が▲14. 1%と落 ち込 む中 ､AFPの10%引 き出 しや銅 価 が3ﾄ ﾞﾙを超 え

るなど 下 半 期 は良 くな る兆 し｡ 銅 価 の 改 善 は鉱 業 活 動 とそれに 関 連 するｻ ｰﾋ ﾞｽ を 後 押 し

す るほか､ 税 収 増 に も つな が る｡ も し 銅 価 格 が3 ﾄ ﾞ ﾙを 維 持 す れば ､ 銅 の 年 間 平 均 価 格 は

当 初 の見 通 しよりも27ｾﾝﾄ増 えその結 果 ､18億 9千 万 ﾄﾞﾙの追 加 税 収 となる｡ 

 

（１２）  ｺｼ ﾞｬﾜｼ鉱 山 の歴 史 的 な業 績 は､2億 6 ,400万 米 ﾄﾞﾙの納 税 を意 味  

 ｺｼ ﾞｬﾜｼ鉱 山 (三 井 物 産 ､三 井 金 属 が出 資 )は本 年 上 期 に人 員 減 にもかかわらず､32 万

3 千 ﾄﾝの歴 史 的 な生 産 量 に到 達 ｡又 ､ 金 融 市 場 委 員 会 (CMF)に提 出 した報 告 書 による

と､6 億 100 万 ﾄ ﾞﾙの収 益 となり､2019 年 の 3 億 6,300 万 米 ﾄﾞﾙに比 して､ほぼ倍 増 ｡他 方 ､

同 鉱 山 が本 年 上 期 に第 1 ｶﾃｺﾞﾘ税 により､2 億 7 ,400 万 米 ﾄﾞﾙを支 払 い､前 年 比 67%増 ｡

ｺｼ ﾞ ｬﾜｼ鉱 山 の見 積 も りによると､ ﾁﾘ 経 済 に対 する同 鉱 山 の間 接 ･直 接 の影 響 は 19 億
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3 , 800 万 米 ﾄﾞﾙに達 し､ﾁﾘ GDP の 1 .52%及 びﾀﾗﾊ ﾟｶ州 GDP の 44 . 49%を占 める｡生 産 ｺｽﾄ

は､本 年 に 1 ﾎﾟﾝﾄﾞ当 たり 0 .72 米 ﾄﾞﾙと前 年 同 期 比 30%減 少 を達 成 ｡同 鉱 山 は海 水 淡 水

化 ﾌﾟﾗﾝﾄ等 を含 む改 善 ﾌﾟﾛｼ ﾞｪｸﾄ (36 億 米 ﾄﾞﾙ)の手 続 を取 っており､来 年 建 設 の開 始 を見

込 む｡ 

 

（１３）  自 動 車 部 門 は ８ 月 に 成 長 、 AFP 資 金 の 10 ％ 引 き 出 し は 1 万 2 千 台 の 自 動 車 の 販

売 を促 進  

 チリ自 動 車 協 会 （ANAC）のデータによると、8月 上 旬 に6609台 の自 動 車 が販 売 、本 年 7

月 上 旬 に比 して27 .6％増 加 。しかし、前 年 同 期 比 では▲54 .2％。メンドサANAC事 務 局 長

は 段 階 的 な ロ ッ ク ダ ウ ン の 解 除 及 び AFP 資 金 の 10 ％ 引 き 出 し に 起 因 す る と コ メ ン ト 。

ANACとForecas t  Consu l t o resはAFP資 金 の10％引 き出 しによる更 なる流 動 性 増 加 によ

り今 後 数 ヶ 月 に 新 車 販 売 1万 2千 台 を 見 込 んでい る。 事 務 局 長 は 本 年 で計 20 万 台 の自

動 車 の販 売 を見 込 んでおり、それは前 年 同 期 比 ▲46％を意 味 。 

 

（１４）  チリを水 素 製 造 の世 界 的 リーダーにする道 筋  

 水 素 は、持 続 可 能 な未 来 のための最 も有 望 なエネルギーの一 つとして認 識 されており、

国 内 で の 活 用 は 2050年 に チリ がカ ーボ ンニ ュ ート ラル を 達 成 する た めの根 本 に な り う るも

の。 エネ ルギ ー大 臣 は水 素 の重 要 性 が増 して い る旨 発 言 し てお り 、 コロナ 禍 と 地 球 温 暖

化 の二 つの危 機 とも長 期 的 な課 題 であり、経 済 の持 続 可 能 性 をどのように改 革 し強 化 す

るかについて、創 造 的 に考 える必 要 があるが、水 素 は重 要 な役 割 を果 たす、チリのカーボ

ンニュートラル計 画 では、水 素 がソリューションの約 20％を占 めており、投 資 、雇 用 、イノベ

ーションを生 み出 す絶 好 の機 会 であると述 べる。チリは豊 富 な再 生 可 能 エネルギーにより、

水 素 の生 産 と 輸 出 で世 界 をリ ードする可 能 性 を秘 めている。エネルギー省 は水 素 戦 略 に

取 り組 んでいる。 

 

（１５）  パンデミック は１０ 万 人 の移 民 の雇 用 を 破 壊 、 しかし雇 用 された ベネズエラ人 は１５

％ 

 チリ統 計 研 究 所 （INE）の最 新 の雇 用 報 告 書 によると、１年 ベースで１８０万 名 の雇 用 が

喪 失 した結 果 、 失 業 率 が１２ ％以 上 に 到 達 。チリ 人 の失 業 者 が１７０ 万 人 、移 民 失 業 者

が１０万 人 。 

 

（１６）  エコノミストらは中 銀 が2020年 のGDP見 通 しを改 善 すると予 測  

 6月 のIPOMでは、GDP年 間 見 通 しを▲7.5％～▲5.5％と予 測 していたが、多 くの専 門 家

は多 少 の 改 善 があり▲5％から ▲6％の 間 になるとみている。 APFの10％引 き 出 しや ロック

ダウンの解 除 が消 費 の改 善 につながるとみられている。 

 

（１７）  8月 の第 2週 にタブレット、ノートブック、テレビの販 売 が200％以 上 増 加  

 AFP の 10 ％ 引 き 出 し や ロ ッ ク ダ ウ ン の 解 除 が テ ク ノ ロ ジ ー 市 場 の 売 上 増 加 を 牽 引 。

Po in t  o f  Sa l es  T rack i ng  de  GfKの調 査 では、8月 10日 から16日 の週 のこれらの売 上 は
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200％増 加 。 電 子 機 器 、家 電 製 品 、白 物 家 電 、 写 真 、 通 信 、リ ラクゼーションに関 する製

品 の売 上 高 は、2019年 のサイバー週 間 中 に記 録 されたものより 高 い。パソコン、タブレット、

プリ ン タ ーな ど を 含 む Ｉ Ｔ 関 連 商 品 は 297 . 7％ 増 （ 特 に ノ ート ブッ ク は 309％ 増 、 タ ブ レッ ト は

424％増 ）となっている。次 いでリラクゼーションカテゴリー（マットレスや背 もたれなど）が多 く

248％増 加 。家 電 が204 .3％増 、通 信 家 電 186 .6％増 、白 物 家 電 150 .3％増 。 

 

（１８）  世 界 の GDP は 新 型 コ ロナ に より 第 ２ 四 半 期 に低 下 し、 チリ は 最 も 影 響 を 受 けた 国

の１つ 

 世 界 のGDPは新 型 コロナにより第 ２四 半 期 に前 年 同 期 比 で▲６％、前 四 半 期 比 ▲４ ％。

チリ のGDP は、コ ロンビア（ ▲16％）、ポ ルトガル（▲16 ％）とベルギ ー（▲15％）に 次 い で▲

14 .1 ％ と 世 界 で 最 も 悪 影 響 を 受 け た 国 の 一 つ 。 チ リ の 悪 業 績 は 外 国 市 場 へ の 依 存 、

2019年 第 ３四 半 期 以 降 の社 会 騒 乱 による活 動 低 下 及 び高 い感 染 者 数 と厳 しいロックダ

ウンに起 因 。 

 

（１９）  FP資 金 の10％引 出 しは110億 米 ドルに近 づいている 

 年 金 監 督 局 は昨 日 の報 告 書 によると、930万 人 がAFP資 金 の10％引 き出 しを申 請 、全

加 入 者 の84％に相 当 。現 在 まで支 払 った金 額 は108億 1,200万 米 ドルに到 達 。 

 

（２０）  下 院 議 員 が新 規 のAFP資 金 の引 き出 し法 案 を提 出  

 ビア ンキ下 院 議 員 、サフィリオ下 院 議 員 とヒレス下 院 議 員 は新 たなAFP資 金 の引 き出 し

法 案 を提 出 。法 案 が可 決 すれば、本 年 12月 に発 効 し、AFP資 金 の引 き出 しの期 限 がなく

なり、引 き出 した金 額 は融 資 扱 いとなる。 

 

（２１）  住 宅 ローン及 び商 業 ローンの金 利 が上 昇  

 チリ中 銀 は、 昨 日 住 宅 ローンの平 均 金 利 が8月 中 旬 に上 昇 し、2.57％から 2.61％。コ マ

ーシャルローンは、4 .26％から5.51％に、消 費 者 ローンは21. 32％から21 .29％となりやや減

少 。 

 

（２２）  失 業 保 険 を改 善 し、雇 用 保 護 法 を拡 張 する法 案 が承 認 される 

 上 院 は40票 の 賛 成 で、 失 業 保 険 の 改 正 法 案 の 混 合 委 員 会 からの 報 告 を 承 認 。 来 週

下 院 で投 票 が行 われる予 定 。失 業 保 険 へのアクセスの簡 素 化 、給 付 率 の改 善 、有 期 契

約 労 働 者 の恩 恵 を 無 期 契 約 労 働 者 の もの と一 致 さ せること などが盛 り 込 まれて い る。ま

た、現 行 法 では、 最 初 の月 に 給 与 の70％が支 払 わ れ、その後 55％、45％、 40％、 35％と

漸 減 するようになっているが、本 法 案 では３月 目 から55％を維 持 し、8月 から適 応 されるよ

うになっている。木 曜 には家 政 婦 （traba jadoras  de  casa  pa r t i cu la r ）も失 業 保 険 の対 象

にする法 案 が提 出 。 

 

（２３）  専 門 家 らはパンデミック後 に緩 やかな経 済 回 復 を予 測  

 元 財 務 大 臣 、元 経 済 大 臣 及 び元 エネルギー大 臣 はパンデミック後 の経 済 回 復 が遅 くな
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るとの 意 見 が 一 致 。ト ッ ク マンQu iñenco 社 エコ ノ ミス ト、 マ ンス イ 政 治 学 者 、 べ ラスコ 元 財

務 大 臣 、マルファン元 財 務 大 臣 、バ レンテ 元 経 済 大 臣 及 びパチェコ 元 エネルギ ー大 臣 は、

冶 金 工 業 協 会 （ASIMET）が主 催 した年 次 フォーラムに出 席 。べラスコ元 財 務 大 臣 は、新

型 コロナで失 業 者 数 が本 年 末 まで増 え続 けるだろうとコメント。パチェコ元 エネルギー大 臣

は、ワクチンがない中 では不 確 実 性 と共 存 する必 要 があると述 べた。最 後 にバレンテ元 経

済 大 臣 は本 年 GDPが▲6％、失 業 率 が20％に到 達 することを予 測 。 

 

（２４）  大 規 模 鉱 山 は3月 以 降 1千 名 の労 働 者 を解 雇 、コデルコは退 職 計 画 を決 定  

 鉱 業 はパンデミックの中 操 業 し続 けているにもかかわらず、悪 影 響 を受 けており、３月 以

降 大 規 模 鉱 山 では１千 名 の労 働 者 を解 雇 。様 々な鉱 山 で自 宅 待 機 中 の労 働 者 を解 雇

して い るため、 労 働 組 合 は 状 況 を 注 視 。 コ デル コのチュ キカ マ タ鉱 山 は３ 月 以 降 500名 を

解 雇 。アラネダ・コデルコ社 長 は、自 宅 待 機 中 での労 働 者 が30％に達 し、給 料 を受 け取 っ

ているため、現 状 を維 持 することが難 しいと認 識 。６５歳 以 上 の慢 性 病 のある労 働 者 を対

象 としたリストラ計 画 を決 定 。ベンタナス鉱 山 では、健 康 上 の理 由 で住 宅 にいる労 働 者 が

80名 。チュキカマタ鉱 山 は昨 年 7月 から退 職 計 画 を実 施 しているが労 働 組 合 は労 働 裁 判

所 に同 鉱 山 を訴 えた。民 間 鉱 山 では、セロ・コロラド鉱 山 が100名 の労 働 者 を解 雇 、エル・

アブラ鉱 山 が270名 の労 働 者 を解 雇 、カンデラリア鉱 山 が7月 に100名 以 上 の労 働 者 を解

雇 、シエラ・ゴルダ鉱 山 及 びセンティネラ鉱 山 では約 30名 の労 働 者 を解 雇 。 

 

（２５）  インフレは引 き続 き限 定 的 で8月 は0.1％ 

 中 銀 によれば コロナ 禍 の影 響 でインフレ圧 力 は 短 期 的 には限 定 的 なものに。IPCは8月

に0.1％、9月 に0.2％、年 率 で2.6％になる見 通 し 

 

（２６）  10％引 き出 しとロックダウンの解 除 が商 業 の回 復 を促 進  

 社 会 危 機 、 コ ロ ナ 禍 及 び ロ ッ ク ダ ウ ン に よ る 需 要 の 低 下 が 7 月 の 対 面 販 売 を 減 （ ▲

43 .7％）。しかし、商 工 会 議 所 は段 階 的 なロックダウンの解 除 がこの傾 向 を変 え、8月 の対

面 販 売 は大 きく伸 びたとコメント。 

 

（２７）  10％引 き出 しとロックダウンの解 除 が商 業 の回 復 を促 進  

 社 会 危 機 、 コ ロ ナ 禍 及 び ロ ッ ク ダ ウ ン に よ る 需 要 の 低 下 が 7 月 の 対 面 販 売 を 減 （ ▲

43 .7％）。しかし、商 工 会 議 所 は段 階 的 なロックダウンの解 除 がこの傾 向 を変 え、8月 の対

面 販 売 は大 きく伸 びたとコメント。 

 

（２８）  高 資 産 を有 する者 に対 する法 案 による委 員 会 の緊 張  

 下 院 に おい て ヌニ エス （PC党 ） 財 務 委 員 長 はウ ォーカ ー（DC 党 ）憲 法 委 員 長 に 高 資 産

を有 する者 に対 する法 案 の審 議 を遅 延 しないよう依 頼 。「ウォ」委 員 長 は論 議 起 こす法 案

であり、こうした税 金 を課 することができるかどうか専 門 家 らとの会 合 を開 く予 定 とコメント。 

 

（２９）  政 府 は経 済 危 機 の大 きさを考 慮 して1年 間 最 低 賃 金 を凍 結 することを提 案  
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 政 府 とCUTは最 低 賃 金 に関 して同 意 に至 らなかったが、国 会 審 議 のために法 案 は火 曜

に 提 出 さ れ る 予 定 。 月 曜 の 夜 に 財 務 省 が 発 表 した 内 容 は、 2020 年 9 月 ～ 2021 年 9 月 の

最 低 賃 金 は、 320 ,500 ペソ を 維 持 するも の と なっ てい る。 財 務 大 臣 は、2020 年 3月 から 今

日 までの消 費 者 物 価 指 数 （ IPC ）の変 動 が０％であるためと述 べている。 この 提 案 が通 れ

ば 民 政 移 行 後 初 め て 最 低 賃 金 が 凍 結 さ れ る こ と に な る 。 今 回 の 最 低 賃 金 の 修 正 案 は

COVID-19に よるパ ンデミッ ク からくる経 済 ・ 労 働 危 機 を 反 映 し てい る旨 財 務 大 臣 は述 べ

ている。 

 

（３０）  I FEはほぼ300万 世 帯 に達 し、平 均 金 額 は19万 3千 ペソ 

 社 会 開 発 省 のデー タに よると、 緊 急 家 庭 収 入 （ IFE）の カバ ーは最 初 の支 払 いで 120万

世 帯 、今 月 の支 払 いで299万 5千 世 帯 に到 達 。 

 

（３１）  中 央 銀 行 は 低 金 利 を 維 持 し 、 6 月 と 7 月 の IMACEC を み て 経 済 は 安 定 し 始 め た と

述 べる 

 中 銀 は火 曜 に金 利 を0.5％維 持 を決 定 。さらに6月 から実 施 中 の資 産 購 入 プログラムも

続 行 。 中 銀 は6月 と7月 のIMACECは経 済 が安 定 し始 めたことを示 していると明 言 。イ ンフ

レに関 しては直 近 では一 連 の所 得 支 援 措 置 が消 費 に与 えた一 時 的 な影 響 の結 果 として、

予 想 よりもやや少 なくなるものの、中 期 的 にはインフレ圧 力 は抑 えられたままであるとコメン

ト。 

 

（３２）  議 会 は雇 用 保 護 法 を拡 充 し、失 業 保 険 の要 件 緩 和 法 案 を承 認  

 議 会 は雇 用 保 護 法 を拡 充 し、 一 時 的 に 失 業 保 険 にアクセ スするた めの要 件 緩 和 及 び

受 給 額 を 増 加 させる法 案 を 承 認 。 雇 用 保 護 法 を 当 初 の10月 ま でから 2021年 2月 まで延

長 可 能 となる。労 働 時 間 削 減 の申 請 期 間 も来 年 7月 まで延 長 。失 業 保 険 給 付 に必 要 な

要 件 も一 時 緩 和 し、給 付 額 を引 き上 げる。 

 

（３３）  中 国 の経 済 回 復 は銅 を促 進 し続 けている 

 中 国 の経 済 回 復 はチリの主 要 な輸 出 品 である銅 価 格 を押 し上 げている。昨 日 、銅 価 格

は1ポンド当 たり3 .08米 ドルに到 達 。 専 門 家 らの意 見 は銅 価 格 は現 在 の水 準 で 維 持 され

ることで一 致 するが、低 下 する可 能 性 もある。Plusm in ing社 は中 国 の鉱 工 業 生 産 が10年

間 で 最 も迅 速 な成 長 を示 した上 で 、銅 在 庫 が15年 間 で最 も 低 い水 準 とな った と述 べた。

他 方 、Vantaz コ ンサ ルタ ント は 今 後 の 数 ヶ 月 に 銅 供 給 が 悪 影 響 を 受 け 、 投 資 計 画 が 延

長 し 続 け れば、 銅 価 格 高 騰 に 対 す る 圧 力 が 高 くな るだ ろ う とコ メ ント。 労 働 市 場 に関 して

は鉱 業 の 労 働 力 が12ヶ 月 間 で221％低 下 し、本 年 5月 ～7月 の労 働 者 数 は18万 5 千 人 、

昨 年 同 期 に23万 4千 人 であったため、4万 9千 人 が解 雇 。 

 

（３４）  アナリストらは年 末 の米 ドル安 を予 測  

 銅 価 格 高 騰 と米 連 邦 準 備 制 度 理 事 会 の公 表 により、米 ドルの為 替 価 格 が引 き下 げら

れた。ハケGrupo  Secur i t yチーフエコノミストは年 末 までに1ドル780ペソ及 び1ポンド当 たり
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2 . 85米 ドルの銅 価 格 を予 測 。ブラボSar to r  F inance戦 略 課 長 は銅 価 格 が3米 ドル以 上 で

維 持 され、米 ドル為 替 レートが770～780ペソに到 達 と見 込 んでいる。 

 

（３５）  最 低 賃 金 法 案 は、3月 に1500ペソの再 調 整 と消 費 者 物 価 指 数 反 映 を提 案  

 昨 日 、 政 府 は 1500 ペソ 高 の 32 万 2 千 ペソ の最 低 賃 金 法 案 を 国 会 に 提 出 。 2021 年 3月

時 点 の 最 低 賃 金 は、 9 月 から 来 年 2 月 の 間 の消 費 者 物 価 指 数 （ IPC ）の 変 動 を 100％ 反

映 させる。 

 

（３６）  チリ鉱 業 企 業 （ENAMI）は新 規 の塩 原 を開 発 するための入 札 を開 始  

 リチウム開 発 戦 略 の中 、ENAMIはアタカマ州 におけるインフィエレス塩 原 及 びアギラル塩

原 の探 鉱 入 札 を 開 始 。マイニコッルスENAMI副 社 長 は非 金 属 鉱 業 を 促 進 する優 れた機

会 であるとコメント。 

 

（３７）  A i r  F ranceが地 域 で操 業 を再 開 し、チリへのフライトを増 加  

 A i r  F ranceは年 末 にチリから欧 州 へのAi r  Franceの7フライト及 びKLMの5フライトを再 開

する予 定 。 


